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【令和６(2024)年度 中間評価結果】 

評価 評価基準 

 A＋ 想定を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

〇 A 順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
一部に遅れ等が認められるため、今後努力が必要であるが、 

概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれる 

 B 研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の中止が適当で

ある 

（研究の概要） 

本研究は、我が国の主要ながん種である胃がんを対象に、腫瘍の組織形態像を数値化し、それにゲノ

ム情報、臨床情報や患者背景などを包括的に統合して、胃がん多様性の全体像を把握し、病理組織像に

とらわれない胃がんの新たな定義と分類を提案することを目指すものである。 

  

（意見等） 

 本研究は、胃がんの網羅的ゲノム解析と構造化された病理組織像を定量的に統合し、胃がんの再分類

に挑戦する意欲的な内容である。ゲノム解析については令和５年度までに予定を超える症例数のデー

タを収集し、WNTシグナル、クロマチンリモデリングに関わる遺伝子群の変異と免疫の活性化との相関

を見いだした。また病理組織像についても予定を超える症例数のデータを収集し、独自に開発した AI

技術に基づく構造化が進んだ。それらの両者を統合し、空間ゲノミクス技術も新たに取り入れ、生物学

的な意義づけへと着実に進みつつある。 


